
［
議
第
７
号
］

三
条
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
設
置
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

井
栗
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
廃
止

に
当
た
り
、
老
朽
化
は
理
解
で
き
る
が
、
夏

場
の
作
業
環
境
面
で
他
の
調
理
場
で
も
同
じ

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
機
能
移
転
の
判
断

理
由
は
何
か
。

　

当
該
施
設
は
、
排
気
設
備
等
が
古
く
、

適
正
な
室
温
管
理
が
で
き
ず
、
労
働
環
境

の
悪
化
の
中
、
ど
の
よ
う
に
温
度
を
下
げ
る

べ
き
か
、
コ
ス
ト
も
含
め
て
検
討
し
た
結
果
、

嵐
南
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に
機
能
移
転

し
た
方
が
よ
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

［
議
第
13
号
］

三
条
市
、燕
市
、加
茂
市
、田
上
町
及
び
弥

彦
村
並
び
に
新
潟
県
三
条・燕
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
施
設
組
合
に
お
け
る
公
の
施
設
の

利
用
に
つ
い
て

　

他
市
の
方
の
利
用
に
当
た
り
、
市
民

の
利
用
料
金
に
で
き
る
だ
け
近
づ
け
る
な

ど
、
共
通
了
解
事
項
は
あ
る
の
か
。

　

協
定
を
結
ん
だ
施
設
に
つ
い
て
は
、
市

民
と
同
じ
条
件
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

［
議
第
17
号
］

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

児
童
発
達
支
援
の
新
規
１
カ
所
の
当

初
予
算
で
の
利
用
件
数
４
２
０
件
が
、
実

績
見
込
み
で
70
件
し
か
な
い
理
由
は
何
か
。

　

年
度
当
初
か
ら
の
フ
ル
稼
働
を
見
込

ん
で
い
た
が
、
立
ち
上
げ
に
時
間
を
要
し
た

こ
と
等
に
よ
り
、
減
少
と
見
込
ん
だ
。

　

付
託
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
議
第
１
号
、

議
第
16
号

お
よ
び
議

第
17
号
は

賛
成
多
数

で
、
そ
の

他
は
全
員

異
議
な
く

原
案
の
通

り
決
定
す

べ
き
も
の

と
し
た
。

［
議
第
10
号
］

三
条
市
民
プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

応
募
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
基
準
で
選
定
さ
れ
た
の
か
。

　

２
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
、
利
用
者

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
施
設
の
効
用
の
発
揮
、

管
理
運
営
能
力
・
管
理
経
費
の
縮
減
の
４
つ

を
選
定
基
準
と
し
、
金
額
面
、
安
全
管
理
・

自
主
事
業
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
選
定

し
た
。

［
議
第
17
号
］

令
和
元
年
度
三
条
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

介
護
基
盤
整
備
事
業
費
補
助
金
は
、

６
月
・
９
月
定
例
会
に
お
い
て
も
補
正
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
補
正
は
ど
う
い
う

内
容
か
。

　

６
月
・
９
月
定
例
会
で
は
、
介
護
医

療
院
へ
の
転
換
に
係
る
施
設
整
備
お
よ
び
改

修
に
係
る
補
助
と
し
て
補
正
を
お
願
い
し
た

が
、
今
回
は
事
業
者
が
行
う
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
施
設
や
介
護
医
療
院
の
開
設
準
備

に
係
る
備
品
購
入
費
等
を
補
助
す
る
も
の
。

［
議
第
18
号
］

令
和
元
年
度
三
条
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

外
国
人
被
保
険
者
の
資
格
管
理
の
適

正
化
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改
修
と
は
具
体
的
に

ど
う
い
う
も
の
か
。

　

治
療
目
的
で
入
国
し
た
外
国
人
の
治

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
。
入
国
目
的

を
偽
り
自
己
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
国
保

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
お

り
、
外
国
人
被
保
険
者
の
在
留
資
格
お
よ
び

在
留
期
間
等
の

資
格
管
理
の
適

正
化
に
係
る
シ

ス
テ
ム
改
修
を

行
う
も
の
。

　

付
託
さ
れ
た

全
議
案
に
つ
い

て
、
全
員
異
議

な
く
原
案
の
通

り
決
定
す
べ
き

も
の
と
し
た
。

ス
ー
パ
ー
あ
い
で
ん
の
倒
産

に
よ
り
買
い
物
難
民
対
策
を

　

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い

る
の
か
。

　

自
ら
足
を
運
び
、
商
品
を
選
べ
る
と

い
う
お
店
が
な
い
と
不
便
だ
と
い
う
の
が

近
隣
の
皆
さ
ん
の
本
音
と
捉
え
て
い
る
。

　

今
後
、
跡
地
に
出
店
希
望
が
あ
る
場
合
、

情
報
提
供
を
し
っ
か
り
と
行
う
と
と
も
に
、

奨
励
金
等
の
支
援
に
つ
い
て
、
適
宜
適
切

に
判
断
し
て
い
く
。

プ
ー
ル
裁
判
の
決
着
を
受
け
て

　

今
後
の
可
動
床
プ
ー
ル
の
使
い
方
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

可
動
床
プ
ー
ル
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
さ
せ
た
多
様
な
プ
ー
ル
授
業
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　

裁
判
を
起
こ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の

市
長
と
教
育
長
の
責
任
の
取
り
方
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

１
番
議
員
に
答
弁
し
た
通
り
。

三
条
技
能
創
造
大
学
の

開
学
準
備
に
つ
い
て

　

市
民
に
正
確
な
情
報
が
伝
え
ら
れ
て

い
な
い
。
難
易
度
は
確
保
で
き
る
の
か
。

　

開
学
時
か
ら
あ
る
一
定
の
難
易
度
を

目
指
し
て
い
く
。

​

Ａ
Ｉ
総
合
案
内
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
A
I
を
活
用

し
た
行
政
案
内
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

　

初
期
費
用
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
先

進
自
治
体
の
費
用
対
効
果
を
調
査
し
、
研

究
し
た
い
。

就
職
支
援
に
つ
い
て

　

未
就
労
や
低
賃
金
、
引
き
こ
も
り
な

ど
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
就
職
氷
河
期
世

代
は
、
30
代
半
ば
か
ら
40
代
半
ば
で
あ
る
。

国
は
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、
職
業

能
力
開
発
の
機
会
を
増
や
し
、
伴
走
型
で

き
め
細
や
か
な
支
援
を
し
て
い
く
と
し
て

い
る
。
今
後
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　

こ
の
世
代
は
首
都
圏
に
多
く
存
在
し

て
お
り
、人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、「
三

条
お
し
ご
と
ナ
ビ
」
な
ど
で
対
応
し
て
い

る
。
首
都
圏
の
就
職
氷
河
期
世
代
が
三
条

市
を
知
り
、
実
際
に
行
動
し
て
い
く
た
め

に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
ど
の
よ
う
な
情

報
を
確
実
に
届
け
て
い
く
か
検
討
し
て
お

り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
着
実
に
取
り

組
み
た
い
。

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援

に
つ
い
て

　

大
き
な
ご
み
を
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
運
ぶ
の
は
、
足
腰
の
弱
っ
た
高
齢
者

に
と
っ
て
は
一
苦
労
で
あ
る
。
市
と
し
て

ご
み
出
し
支
援
対
策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
、

検
討
し
て
き
た
の
か
。

　

地
域
の
支
え
合
い
を
基
本
に
、
元
気

な
お
年
寄
り
に
よ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
「
ち
ょ
こ
っ
と
サ
ー
ビ
ス
」
で
対
応
し
て

い
る
。

ごみステーション

三
三
三
三
三
三
三
三三

三
三
三
三
三
三

三
条
技
能
創
造
大
学
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
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常
任
委
員
会
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト

各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
等
に

つ
い
て
議
会
最
終
日
に
委
員
長
が

審
査
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

機
能
移
転
に
よ
り

井
栗
学
校
給
食
共
同
調
理
場
は
廃
止

総
務
文
教
常
任
委
員
会

野
嵜
久
雄 

委
員
長

外
国
人
被
保
険
者
の
資
格
管
理
の

     

適
正
化
で
国
保
の
不
正
利
用
を
防
止

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

小
林
　誠 

委
員
長


